
◆デザインイメージ
次のどれかのイメージを題材にしたものとします。
①「山の炎」小岱山や陶芸の窯の恵みを象徴
②「海の炎」有明海の恵みを象徴
③「大地の炎」
石炭産業に貢献した大地の恵みを象徴

④「人の情熱の炎」
荒尾が生んだ偉大な人物「宮崎兄弟」を象徴

◆応募方法
・荒尾が大好きな人であれば誰でも応募できます。
・Tシャツの色はグリーンとブラックの 2種類。
・デザインは A4の用紙に描いてください。
（パソコンで作成する場合は、作品を JPEG 形式
で CD-R に保存してください）

・デザインにボカシの技法は使用しないでください。
・デザインに使用する色は 3色までとします。
（文字やイラストの縁取りに使用する色も含む）
・前面に必ず「2018」と「あらお荒炎祭」の文字
を入れてください。

・自分で創作した未発表のものに限ります。
・応募は 1人 3点までとします。

問あらお荒炎祭実行委員会事務局
（産業振興課内）
☎ 63-1421　℻ 63-1158

◆募集締切　1月 31 日㈬
◆提出方法　事務局 ( 産業振興課 ) に備え付けてあ
る申込書か市ホームページに掲載している申込書
に必要事項を記入し、デザインを持参するか郵送
◆賞
・最優秀賞　１点　５万円とデザイン採用
・優秀賞　１点　１万円
・特別賞　３点　５千円相当の荒尾特産品
・努力賞　最大 20 点　1千円相当の荒尾特産品
◆その他
・応募作品に関する著作権とこれに派生する権利
は「あらお荒炎祭実行委員会」のものになります。

・最優秀作品はＴシャツデザインで使用するほか、
あらお荒炎祭 PR 用として幅広く活用します。
（作品を活用する場合、補作・修正する場合があ
ります）

・応募作品は返却しません。
◆結果発表　
・入賞者には 2月下旬、郵送で通知します。
・広報あらお 4 月号と市ホームページでお名前を公

表します。ご了承のうえご応募ください。

　あらお荒炎祭は「４つの炎」をシンボルに市民の
皆さんと一緒につくるお祭りです。
　お祭りを盛り上げてくれる Tシャツを作って、郷
土の夏を彩りませんか。応募お待ちしています！

　　　　
Ｔシャツデザイン
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『
身
近
な
税
』

中学生の税についての作文
平成29年度中学生の税についての作文（主催：税を考える週間実行委員会）に、荒尾・

玉名地域の中学生から 1,613 編の応募があり、本市からは次の 6人の作品が優秀作品に
選ばれました。南九州地区納税貯蓄組合連合会優秀賞の荒尾第三中学校 3年・菖

しょうぶ

蒲育
い く み

美
さんの作品を紹介します。

●南九州地区納税貯蓄組合連合会優秀賞
『身近な税』
荒尾第三中学校 3 年　菖

しょうぶ

蒲育
い く み

美さん
●荒尾市教育長賞
『租税教室を通して学んだこと』
荒尾第四中学校 3 年　垂

た る み

水蓮
れんじゅ

寿さん
●玉名荒尾地区青色申告会連合会会長賞
『税金に支えられている世の中』
荒尾海陽中学校 3 年　佐

さ っ さ

々莉
り お

央さん

●荒尾市長賞
『税金のありがたさ』
荒尾第三中学校 3 年　井

いのうえ

上健
け ん じ ろ う

司郎さん
●玉名地区納税貯蓄組合連合会会長賞
『増税について』
荒尾第四中学校 3 年　藤

ふじもと

本美
み さ き

沙希さん
●荒玉地区宅建業税務協議会会長賞
『税と向き合って』
荒尾第三中学校 3 年　山

やまもと

本莉
り お

央さん
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